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第４編 砂防及び地すべり対策編 

第１章 砂防環境調査 
 

第１節 砂防環境調査の種類  

 

第4101 条 砂防環境調査の種類  

砂防環境調査の種類は、次のとおりとする。  

(1) 自然環境調査  

(2) 景観調査  

(3) 渓流空間利用実態調査  

 

第２節 自然環境調査  

 

第4102 条 自然環境調査の区分  

(1) 魚類調査  

(2) 植物調査  

(3) 鳥類調査  

(4) 両生類・は虫類・ほ乳類調査  

(5) 陸上昆虫類調査  

(6) 底生生物調査  

 

第4103 条 魚類調査  

１．業務目的  

本調査は、砂防事業を実施する渓流および周辺地域における魚介類の生息実態を把握することを目的

とする。  

２．業務内容  

(1) 計画準備  

受注者は、業務の目的・主旨を把握したうえで、設計図書に示す業務内容を確 認し、第 1112 条

業務計画書第2項に示す事項について業務計画書を作成し、監督員に提出するものとする。  

(2) 事前調査  

受注者は、現地調査を行う前に、業務に必要な文献・資料・既往の類似調査に関する報告書の収集

及び整理とりまとめを行うものとする。なお、収集にあたっては、発注者が貸与するもののほか、設

計図書に示す他機関より収集するものとする。また、自然公園法等による法的規制についても調べる

ものとする。 

(3) 現地調査  

1) 現地調査計画策定  

受注者は、事前調査の成果を踏まえ、設計図書に示された調査区域に対して、調査計画を検討、

策定するものとする。  

2) 現地調査  

受注者は、現地調査計画に基づき調査地に赴き、調査を行い、必要に応じ資料の採取、同定、計

測、写真撮影等を行うものとする。又、標本作成の必要なものは標本作成を行うものとする。  

(4) 調査結果の取りまとめ  

受注者は、事前調査及び現地調査の結果を所定の様式にとりまとめるとともに、写真の整理、他調

査成果の活用、考察を行うものとする。  

(5) 照査 
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受注者は、第1108 条照査技術者及び照査の実施に基づき、照査を実施するものとする。 

(6) 報告書作成  

受注者は、業務の成果として、第 1210 条調査業務及び計画業務の成果に準じて報告書を作成する

ものとする。  

 

第4104 条 植物調査  

１．業務目的  

本調査は、砂防事業を実施する渓流および周辺地域における植物の生育実態を把握することを目的と

する。  

２．業務内容  

(1) 計画準備  

受注者は、業務の目的・主旨を把握したうえで、設計図書に示す業務内容を確認し、第 1112 条業

務計画書第2項に示す事項について業務計画書を作成し、監督員に提出するものとする。  

なお、(2)事前調査、(3)現地調査、(4)調査結果の取りまとめについては、第4103条魚類調査に準ず

るものとする。  

(5) 照査 

受注者は、第1108 条照査技術者及び照査の実施に基づき、照査を実施するものとする。 

(6) 報告書作成  

受注者は、業務の成果として、第 1210 条調査業務及び計画業務の成果に準じて報告書を作成する

ものとする。  

 

第4105 条 鳥類調査  

1．業務目的  

本調査は、砂防事業を実施する渓流および周辺地域における鳥類の生息実態を把握することを目的と

する。  

２．業務内容  

(1) 計画準備  

受注者は、業務の目的・主旨を把握したうえで、設計図書に示す業務内容を確認し、第 1111 条業

務計画書第2項に示す事項について業務計画書を作成し、監督員に提出するものとする。  

(2) 事前調査  

受注者は、現地調査を行う前に、業務に必要な文献・資料・既往の類似調査に関する報告書の収集

及び整理とりまとめを行うものとする。収集にあたっては、発注者が貸与するもののほか、設計図書

に示す他機関より収集するものとする。また、自然公園法等による法的規制についても調べるものと

する。  

なお、(3)現地調査、(4)調査結果の取りまとめについては、第4103条魚類調査に準ずるものとする。  

(5) 照査 

受注者は、第1108 条照査技術者及び照査の実施に基づき、照査を実施するものとする。 

(6) 報告書作成  

受注者は、業務の成果として、第 1210 条調査業務及び計画業務の成果に準じて報告書を作成する

ものとする  

 

第4106 条 両生類・は虫類・ほ乳類調査  

1．業務目的  

本調査は、砂防事業を実施する渓流および周辺地域における小動物（両生類・は虫類・ほ乳類）の生

息実態を把握することを目的とする。  

２．業務内容  

(1) 計画準備  

受注者は、業務の目的・主旨を把握したうえで、設計図書に示す業務内容を確認し、第 1112 条業
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務計画書第2項に示す事項について業務計画書を作成し、監督員に提出するものとする。  

なお、(2)事前調査については、第4105条鳥類調査に準ずるものとし、(3)現地調査、(4)調査結果の

取りまとめについては、第4103条魚類調査に準ずるものとする。  

(5) 照査 

受注者は、第1108 条照査技術者及び照査の実施に基づき、照査を実施するものとする。 

(6) 報告書作成  

受注者は、業務の成果として、第 1210 条調査業務及び計画業務の成果に準じて報告書を作成する

ものとする。  

 

第4107 条 陸上昆虫類調査  

1．業務目的  

本調査は、砂防事業を実施する渓流および周辺地域における陸上昆虫類の生息実態を把握することを

目的とする。  

２．業務内容  

(1) 計画準備  

受注者は、業務の目的・主旨を把握したうえで、設計図書に示す業務内容を確認し、第 1112 条業

務計画書第2項に示す事項について業務計画書を作成し、監督員に提出するものとする。  

なお、(2)事前調査、(3)現地調査、(4)調査結果の取りまとめについては、第4103条魚類調査に準ず

るものとする。  

(5) 照査 

受注者は、第1108 条照査技術者及び照査の実施に基づき、照査を実施するものとする。 

(6) 報告書作成  

受注者は、業務の成果として、第 1210 条調査業務及び計画業務の成果に準じて報告書を作成する

ものとする。  

 

第4108 条 底生生物調査  

1．業務目的  

本調査は、砂防事業を実施する渓流および周辺地域における底生生物の生息実態を把握することを目

的とする。  

２．業務内容  

(1) 計画準備  

受注者は、業務の目的・主旨を把握したうえで、設計図書に示す業務内容を確認し、第 1112 条業

務計画書第2項に示す事項について業務計画書を作成し、監督員に提出するものとする。  

なお、(2)事前調査、(3)現地調査、(4)調査結果の取りまとめについては、第4103条魚類調査に準ず

るものとする。  

(5) 照査 

受注者は、第1108 条照査技術者及び照査の実施に基づき、照査を実施するものとする。 

(6) 報告書作成  

受注者は、業務の成果として、第 1210 条調査業務及び計画業務の成果に準じて報告書を作成する

ものとする。  

 

第３節 景観調査  

 

第4109 条 景観調査  

1．業務目的  

本調査は、砂防事業を実施する渓流および周辺地域について、景観の把握を行なうことを目的とする。  

業務内容  

(1) 計画準備  
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受注者は、業務の目的・主旨を把握したうえで、設計図書に示す業務内容を確認し、第 1112 条業

務計画書第2項に示す事項について業務計画書を作成し、監督員に提出するものとする。  

(2) 事前調査  

受注者は、現地調査を行う前に、過去に実施された調査結果、既往文献、統計資料及び聞き取り調

査等により渓流及び周辺地域における諸情報をとりまとめるものとする。また、自然公園法に基づく

特別保護地区等の法的規制についても調べるものとする。  

(3) 現地調査  

受注者は、事前調査に基づき時期を設定した上で、調査の対象とする渓流を中心とした景観特性の

実態を写真撮影等により調査するとともに、景観対象物の特性に応じ適切な方法で景観予測を行うも

のとする。  

(4) 調査結果とりまとめ  

受注者は、事前調査及び現地調査の結果を所定の様式にとりまとめるとともに、写真の整理、他調

査成果の活用、考察・評価を行なうものとする。  

(5) 照査 

受注者は、第1108 条照査技術者及び照査の実施に基づき、照査を実施するものとする。 

(6) 報告書作成  

受注者は、業務の成果として、第 1210 条調査業務及び計画業務の成果に準じて報告書を作成する

ものとする。  

 

第４節 渓流空間利用実態調査  

 

第4110 条 渓流空間実態利用調査  

1．業務目的  

本調査は、砂防事業を実施する渓流および周辺地域について、渓流空間の利用実態、ニーズの把握を

行うことを目的とする。  

２．業務内容  

(1) 計画準備  

受注者は、業務の目的・主旨を把握したうえで、設計図書に示す業務内容を確認し、第 1112 条業

務計画書第2項に示す事項について業務計画書を作成し、監督員に提出するものとする。  

(2) 渓流空間利用実態調査  

受注者は、業務の対象とする渓流の利用者数、利用区間等の実態を調査するものとする。  

(3) 利用者及び市町村の意向把握調査  

受注者は、業務の対象とする渓流の利用者、渓流の位置する市町村を対象として、当該渓流の利用

に関する意向をヒアリング調査によって調査・集計するものとする。  

(4) 調査結果のとりまとめ  

受注者は、調査結果を、所定の様式に基づきとりまとめ、考察を行なうものとする。  

(5) 照査 

受注者は、第1108 条照査技術者及び照査の実施に基づき、照査を実施するものとする。 

(6) 報告書作成  

受注者は、業務の成果として、第 1210 条調査業務及び計画業務の成果に準じて報告書を作成する

ものとする。  

 

第５節 成果物及び貸与資料  

 

第4111 条 成果物 

受注者は、成果物を作成し第1117条成果物の提出に従い、２部納品するものとする。  
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第4112 条 貸与資料  

発注者が貸与する資料は下記を標準とする。  

(1) 水と緑の渓流調査報告書  

(2) 渓流環境整備計画書  

(3) 現存植生図  

(4) 管内図及び地形図（1/5000～1/10000）  

(5) 空中写真  

   (6) 業務に関連する既往調査報告書 

 


